
    
 

菜 園 雑 学  Nｏ.１４ 
コ マ ツ ナ の 栽 培  

平成１7年８月３０日

神奈川県農業共済組合

                                              
１ 作 型  播種時期と収穫時期  
  ３月  ４月  ５月  ６月  ７月８月９月  10月   11月   12 月  １月  ２月 
  上中下 上中下 上中下 上中下 上   上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 
 春まき○ ○            秋まき○     ○          
    晩春まき○   ○         冬まきトンネル○ ○              
       
２ 品 種    
 品種名  早晩生 耐寒性 耐暑性  備  考 
夏楽天 早生 やや強 やや強 ９～３月播きに適す

あゆみ 早生 中 強 ３～９月播きに適す

笑 天 早生 やや強 強 高温期の栽培に適す

わかみ 早生 強 やや強 萎黄病、白さび病に

対し耐病性をもつ 
なっちゃん 中生 ― ごく強 耐暑性強く葉色が濃

 
３ 播種準備 
（１）堆肥を直前に施用すると根に堆肥が多く絡まるので、 
  前作に堆肥を施用すると良いです。 
（２）肥料は１０ａ当たり成分量で窒素１４kg、燐酸１６kg、 
  加里１２kgとします。 
（３）通常はベットを作ります。乾燥する時期では低めにします。６０cm幅ベッドなら条間１５cm

で３条にします。手まきするときは薄めに播いて間引きをします。   
４ 播 種 
 （１）播種は条まきといって、播種溝に沿って播種し薄く覆土します。覆土は種子の大きさの３倍       

   程度とします。  
 （２）夏季乾燥時に播種する場合には、播き溝に十分潅水してから播種すると発芽も良くその後の      
   生育も良いです。  
５ 栽培管理 
（１）間引き 
 ○適宜行います。間引き作業は大変なので、本葉３～４枚時にいっぺんに行います。            

  株間は夏播きで４cm前後、他の時期で２．５～３cm前後にします。                   

（２）病害虫防除 
○被覆資材を使わないとコナガ、アブラムシ、モンシロチョウ類などが発生しやすいので適宜、 
薬剤散布をします。６～７月や１０～１１月には白さび病（葉に白い斑点ができる）が発生するこ 
とがありますので、発病地では被害株の埋没処理と予防散布が必要です。 

 
  参考文献 神奈川県野菜優良種導入指針 県環境保全型農業栽培の手引 神奈川の野菜 


